












































































































































































































































































































































































































































































類すれば成因が分かる ad hocな仮説に異を唱える人は少なかった。1つは演繹的な I-typeと S-typeの分類
（Chappell and White，1974）。もう1つは帰納的から演繹的に変わっていったmagnetite-seriesと ilmenite-series
の分類（Ishihara，1977）である。















tribution to Mineralogy and Petrologyに掲載された。EOSでWhitneyが同様の研究をしているのを知ってい
たが，彼の方法は1984年に公表され，何とか出し抜かれずにすんだ。
4－4－2 学説を疑え S-typeと I-type
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師（8月25－26日），鳴門教育大学．













































113 村田 守（2017），講義1「2020年南海トラフ巨大地震に備え減災対策①」 平成29年度大学授業体験
講座（徳島県立阿波高等学校）講師（8月7日），鳴門教育大学（台風5号のため中止）．





































001 4th International Mineralogical Association, Granite symposiumにて招待講演，Stanford University，
米国．1986年7月10日～1986年7月21日．
002 中国地質学会・分光学会 第3回全国蛍光 X線学術報告会にて招待講演，中国安徽省地質鉱産局，中
国．1988年10月14日～1988年10月30日．
003 Granite Symposium celebrating the70th birthday of Wally Pitcherにて招待講演，Livepool University，
英国．1990年1月2日～1990年1月11日．
004 Geoscience Laboratory, Geological Survey of Pakistan, Ministry of Petroleum and Natural Resources
にて JICA短期派遣専門家，Islamabad，パキスタン及びタイ．1993年3月19日～1993年5月14日．
005 Geoscience Laboratory, Geological Survey of Pakistan, Ministry of Petroleum and Natural Resources
にて JICA短期派遣専門家，Islamabad，パキスタン．1993年12月14日～1994年1月10日．
006 ISO/TC33 Refractoriesプラハ会議出席（日本代表団員）及び英国 Ceram Research, Stoke-on-Trent,
訪問．デンマーク，チェコ及び英国．1994年9月30日～1994年10月14日．
007 Geoscience Laboratory, Geological Survey of Pakistan, Ministry of Petroleum and Natural Resources
にて JICA短期派遣専門家，Islamabad，パキスタン．1996年10月7日～1996年10月29日．
008 パキスタン北西辺境州Garam Chasma Granite調査，パキスタン．1997年9月23日～1997年10月15日．
009 ISO/TC33 Refractoriesニューオーリンズ会議出席（日本エキスパート），米国．1997年11月7日～1997
年11月14日．
010 13th Himalaya Karakoram Tibet International Workshop（Peshawar University）にて発表及びパキ
スタン北部 Kohistan Batholith調査，パキスタン．1998年4月16日～1998年5月13日．
011 パキスタン北部 Nanga Parbat－Haramosh Himalaya調査，パキスタン．1998年9月10日～1998年9月
30日．
012 英国 Ceram Research事前訪問及び ISO/TC33 Refractoriesベルリン会議出席（日本エキスパート），
オランダ，英国及びドイツ．1999年9月5日～1999年9月13日．
013 4th Hutton Symposiumにて発表，Maison des Congres, Clermont Ferrand，フランス．1999年9月
17日～1999年9月28日．
014 3rd International Conference on Geoscience Educationにて発表，University of New South Wales,
Sydney，オーストラリア．2000年1月15日～2000年1月22日．
015 S-type granites and related rocks ; The Allan White Symposiumにて発表，La Trobe University,
Melbourne，オーストラリア．2001年1月8日～2001年1月14日．
016 ISO/TC33 Refractoriesカンクン会議出席（日本エキスパート）及び UNITCR-ALAFAR 2001 第7回
耐火物統一国際会議出席，Cancun，メキシコ．2001年11月2日～2001年11月10日．




018 ISO/TC33 Refractories WG17（化学分析）プロジェクトリーダーとして，国際共同実験結果の検討な
らびに2003年 ISO/TC33 Refractories大阪会議開催の打ち合わせ，Ceram Research（Stoke-on-Trent），BSA
（ミドルズブラ），英国規格局（ロンドン）及び仏規格局（パリ）訪問，英国及びフランス．2002年11月1日
～2002年11月9日．
019 ISO/TC33 Refractories WG17（化学分析）プロジェクトリーダーとして，クロム分析方法の ISO化
のための調整・協議のため，CSIRO（Commonwealth Scientific and Industrial Research Organization）訪問，
Melbourne，オーストラリア．2003年1月27日～2003年2月1日．
020 Geoscience Laboratory, Geological Survey of Pakistan, Ministry of Petroleum and Natural Resources
にて JICA短期派遣専門家，Islamabad，パキスタン．2003年4月1日～2003年4月16日．
021 ISO/TC33 Refractories大阪会議開催の打ち合わせのため，英国 Ceram Research（Stoke-on-Trent），
ドイツ耐火物研究所（DiFK, Bonn）及びフランス珪酸塩研究所（SOF, Paris）訪問，英国，オーストリア，
ドイツ，フランス．2003年8月3日～2003年8月15日．
022 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187 WG4合同会議及び CEN/TC33 Refractoriesブリュッ
セル会議に ISO/TC33 Referactories WG17プロジェクトリーダーとして出席，Ceram Unie, Brussels，ベル
ギー．2004年2月29日～2004年3月5日．
023 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして中国耐火物委員会関係者との調整のため，
洛陽耐火材料研究院，鄭州大学，北京科学技術大学，冶金工業情報局を訪問，中国．2004年6月19日～2004
年6月24日．
024 32nd International Geological Congressにて発表，Congress Center, Florence，イタリア．2004年8
月22日～2004年8月29日．
025 ISO/TC33 Refractries WG17及び CEN/TC187WG4合同ブリュッセル会議にWG17プロジェクト
リーダーとして出席及びWecker Ceramics（Kempten，ドイツ）訪問，ベルギー及びドイツ．2004年11月20
日～2004年11月27日．
026 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，及び Behr社（Dusseldorf）
にてクーロメトリー法の検討，ベルギー及びドイツ．2005年2月28日～2005年3月7日．
027 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，韓国産業資源部技術標準院（果川），窯
業技術研究所（ソウル）及び朝鮮耐火技術研究所（浦項）訪問，韓国．2005年6月20日～2005年6月22日．
028 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，武漢科技大及び洛陽耐火材料研究院訪問，
中国．2005年6月23日～2005年6月29日．
029 ISO/TC33 Refractoriesオーランド会議にWG17プロジェクトリーダーとして出席及び NIST（National
Institute for Standads and Technology, Maryland）訪問，米国．2005年11月4日～2005年11月11日．
030 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，Ministry of Foreign Trade and Industry,
Promotion and Opportunities Department及びEgyptian Organization for Standardization and Quality Control
訪問（いずれも Cairo, Egypt）及び Turkish Standards Institution（Ankara, Turkey）訪問，ドイツ，エジプ
ト，スイス，オーストリア，トルコ．2005年12月14日～2005年12月23日．
031 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー．2006年3月11日～
2006年3月16日．
032 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，洛陽耐火材料研究院，西安建築科学技術
大学及び武漢科技大学訪問，中国．2006年7月1日～2006年7月8日．
033 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，POSREC及び朝鮮耐火技術研究所（浦項）
訪問，韓国．2006年7月24日～2006年7月26日．
034 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，BIS（Bereau of Indian Standards,
Delhi）, SAIL（Steel Autholity of India Limited, Ranchi）, CGCRI（Central Glass and Ceramic Research




035 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，英国規格局（ロンドン），Ceram Research
（Stoke-on-Trent, UK），ESK社（Kempten）及びドイツ耐火物研究所（DiFK, Bonn）を訪問，英国及びドイ
ツ．2006年11月21日～2006年12月1日．
036 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして，エジプト Egyptian Organization for
Standardizaion and Quality Control（Cailo）及びMinufiya University（Minufiya, Egypt）訪問。ISO/TC33
Refractories WG17及び CEN/TC187WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュッセル会議に出席，
オーストリア，エジプト，ハンガリー及びベルギー．2007年3月6日～2007年3月16日．
037 22nd Himalaya Karakoram Tibet International Workshop（香港大学）にて発表，中国．2007年5月
21日～2007年5月26日．
038 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして RHI Refractories研究所及び Boehler
Edelatahl（共に Graz, Austria）訪問及び ISO/TC33 Refractoriesドレスデン会議に出席，オーストリア及びド
イツ．2007年9月12日～2007年9月20日．
039 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして洛陽耐火材料研究院訪問，中国．2007年12
月23日～2007年12月27日．
040 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187 WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー．2008年3月9日～
2008年3月15日．
041 33rd International Geological Congress（Oslo, Norway）にて発表．ノルウェー．2008年8月8日～
8月15日．
042 ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとしてフラウンフォーファ研究所（ヴォルツブル
グ）訪問及び ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187WG4合同ウィーン会議に出席，ドイツ及びオー
ストリア．2008年9月24日～2008年10月3日．
043 第3回中日教師教育学術研究集会にて発表，北京師範大学，中国．2008年11月18日～22日．
044 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187 WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー．2009年3月7日～
2009年3月13日．
045 リスボン地震被害調査及び PEG2009（4th International Symposium on Granitic Pegmatites, Recife,
Brazil）にて発表，ポルトガル，ブラジル及びドイツ．2009年8月27日～2009年9月5日．
046 ISO/TC33 Refractoriesサルバドール会議（Salvador, Brazil）に日本代表団団長，WG2コンビナー及
びWG17プロジェクトリーダーとして出席，ポルトガル，ブラジル及びドイツ．2009年10月9日～2009年10
月16日．
047 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187 WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー．2010年3月6日～
2010年3月11日．
048 特別講義及び研究打ち合わせのために Tsucuman大学（Tsucuman, Argentina）訪問，アルゼンチン
及びドイツ．2010年3月20日～2010年3月30日．
049 Sinai International Conference for Geology and Development（Saint Katherine, Egypt）にて発表，
エジプト．2010年10月4日～2010年10月12日．
050 PEG2009（5th International Symposium on Granitic Pegmatites,Mendoza, Argentina）にて発表，香
港及びアルゼンチン．2011年2月17日～2011年2月27日．
051 ISO/TC33 Refractories WG17及び CEN/TC187 WG4合同会議及び CEN/TC187 Refractoriesブリュ
ッセル会議に ISO/TC33 Refractories WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー．2011年3月6日～
2011年3月11日．
052 Seventh Hutton Symposium on Granites and Related rocks（Avila, Spain）にて発表，スペイン及
びドイツ．2011年7月1日～2011年7月12日．
053 パキスタン Kirana Hill地質調査，パキスタン，2011年11月24日～12月1日．





056 34th International Gelogical Congress（Brisbane, Australia）にて発表，及びマラヤ大学（クアラル
ンプル，マレーシア）のマレーシア国費日本留学生養成校訪問．マレーシア及びオーストラリア，2012年8
月3日～8月10日．
057 Polish Institute of Ceramics and Building Materials（Gliwice, Poland）にて特別講演及び ISO/TC33
WG17プロジェクトリーダーとしての NWIP進捗協議．ポーランド及びドイツ，2012年10月29日～11月3日．
058 ポルトガル1755年リスボン地震調査，ポルトガル及びドイツ，2013年1月3日～2013年1月14日．
059 ISO/TC33 Refractories WG17及びCEN/TC187WG4合同ブリュッセル会議に ISO/TC33 Refractories
WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー及びドイツ．2013年3月10日～3月18日．




062 3rd Cyprus International Conference of Educational Research（Near East University, Lefkosa,
North Cyprus）にて講演，北キプロス及びトルコ．2014年1月27日～2月2日．
063 ISO/TC33 Refractories WG17及びCEN/TC187WG4合同ブリュッセル会議に ISO/TC33 Refractories
WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー及びドイツ．2014年3月9日～3月14日．
064 ポルトガル1755年リスボン地震調査，ポルトガル及びドイツ，2014年3月18日～2013年3月29日．
065 11th International Conference on the Geology of the Arab World（GAW11）（Cairo Univ., Cairo,
Egypt）にて講演並びに south Eastern Desertにてサンプリング，エジプト及びドイツ．2014年4月5日～4
月14日．
066 サイパン津波石調査，アメリカ．2014年11月11日～15日．
067 ISO/TC33 Refractories WG17及びCEN/TC187WG4合同ブリュッセル会議に ISO/TC33 Refractories
WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー及びドイツ．2015年2月27日～3月5日．
068 4th Cyprus International Conference of Educational Research（Girne American University, Girne,
North Cyprus）にて講演，北キプロス及びトルコ．2015年3月17日～3月22日．
069 4th International Conference on Education IC-ED 2015（St. Petersburg Christian University, St.
Petersburg, Rossia）にて講演，ロシア及びドイツ．2015年6月23日～7月1日．
070 ISO/TC33 Refractoriesウィーン会議（Vienna, Austria）に日本代表団団長及びWG17プロジェクトリー
ダーとして出席，オーストリア及びドイツ．2015年9月11日～9月17日．
071 8th Hutton Symposium on Granites and Related rocks（Florianopolis, Brazil）にて発表，ブラジル
及び米国．2015年9月19日～9月28日．
072 エジプト東方砂漠 A-type花崗岩質岩調査，ドイツ及びエジプト．2016年1月1日～1月11日．
073 ISO/TC33 Refractories WG17及びCEN/TC187WG4合同ブリュッセル会議に ISO/TC33 Refractories
WG17プロジェクトリーダーとして出席，ベルギー及びドイツ．2016年3月4日～3月9日．
074 2nd Annual International Conference on Geology（アテネ，ギリシャ）にて発表，ドイツ及びギリ
シャ．2016年6月3日～11日．







080 International Confererence on Sustaunable Development 2017 Conference（ローマ，イタリア）及び























A Short History of Murata Laboratory, Department of
Geosciences, Naruto University of Education
MURATA Mamoru
(Keywords : granitic rocks, XRF analysis, refractories, ISO and JIS norms, outreach activities)
Department of geosciences of Naruto University was founded in 1986 and will be closed in 2019． A
short history and academic lists of Murata Laboratory, which was founded in 1991，keep a record as the
last Laboratory.
―３２２―
